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臨床核医学

《はじめに》
　核医学専門医試験問題の領域には，「２．放射
性医薬品の基礎知識（製造，集積機序，体内動態，
代謝）」，「３．放射性医薬品の安全取扱」が含ま
れており，毎年出題数が多く重要な領域である。
また，「６．核医学検査の実践に必要な基礎知識」
の１項目には，「（１）放射性医薬品の選択」が掲
載されている。「７．核医学内用療法の実践に必
要な基礎知識」には，「（１）原理と放射性医薬品」
の記載がある。放射性医薬品のほか，負荷試験に
使用されるアセタゾラミド（ダイアモックス）など
の常用医薬品も出題される。
　当然ながら，放射性医薬品とそれに関連した核
医学検査の種類も把握しておかねばならない。
　以下に，最近の日本核医学会専門医試験（第８回，
第９回核医学専門医試験），医薬品・検査関連問
題を中心に概説する。多領域，多臓器にわたる問
題をなるべく選択し，１臓器に限定した問題は各
臓器別リレー講座に委ねることとした。リレー講
座「安全取り扱い・関連法規・被曝」と一部重複
するかもしれない。
　これから受験を予定されている先生方にとって
少しでも役立てば幸いである。
　なお，文献は主に以下のテキストを用いた。

１．  宇都宮啓太，河野由美子． 診断・治療用放
射性医薬品． 楢林　勇，杉村和朗，監修． 
富山憲幸，中川恵一，編． 放射線医学 放射
線医学総論． 金芳堂，京都，2012 , pp144 -
150.

２．  小須田　茂．核医学検査・SPECT (single 
photon emission computed tomography) ．

楢林　勇，杉村和朗，監修．富山憲幸，中川
恵一，編．放射線医学 放射線医学総論．金
芳堂，京都，2012，pp151-159．

３．  最新臨床核医学 改訂第３版，利波紀久，久
保敦司編， 金原出版，東京，1999．

問題1 　放射性医薬品に用いる核種として，サ
イクロトロンで製造されるのはどれか。２つ選
べ。
a ．123I b ．125I c ．131I
d ．133Xe e ．201Tl

正解：a，e
解説
　福島原発事故で当初，131Iが問題になったこと
は記憶に新しい。現在は半減期30年の137Csが環
境汚染との関連で最も社会の関心が高い。原子炉
では多くの核種が副産物として生成され，安価に
入手可能である。131I，137Csの他，原子炉から得
られる核種は125I，99Mo，133Xeがある。サイクロ
トロンにて製造される核種には123I，201Tl，67Ga，
111Inがある。
　わが国では，99Moを100％海外からの輸入に依
存しているため，99Moの供給不足が大きな問題
となっている。最近の99Mo，99mTc供給不足に対し，
100Mo (n, ２n) 99Moにより，99Moをサイクロトロ
ンで国内製造しようとする動きがある。99mTc供
給不足時期では心筋血流製剤である99mTc-MIBI，
99mTc-tetrofosminに代わり，201Tlが用いられた。
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憲幸，中川恵一，編．放射線医学 放射線医
学総論．金芳堂，京都，2012，pp144-150．

問題2 　ジェネレータから取り出される核種は
どれか。１つ選べ。
a ．67Ga b ．81mKr c ．111In
d ．123I e ．201Tl

正解：b
解説
　ジェネレータ（カウ）とミルキングは知っておか
ねばならない。 99M o / 99mT c， 81Rb / 81mK r，
62Zn/62Cu，68Ge/68Gaなどがある。99mTc，81mKr
はSPECT製剤で保険適用である。62Cu，68Gaは
ポジトロン核種で前者の物理学的半減期は9.7分，
後者のそれは68分である。質量数と同じで覚えや
すい。

文献
１．  宇都宮啓太，河野由美子．診断・治療用放射

性医薬品．楢林　勇，杉村和朗，監修．富山
憲幸，中川恵一，編．放射線医学 放射線医
学総論．金芳堂，京都，2012，pp145-146．

問題3 　ポジトロン放出核種の中で最も物理学
的半減期の短いのはどれか。１つ選べ。
a ．11C b ．13N c ．15O
d ．18F e ．68Ga

正解：c
解説
　ポジトロン核種は物理学的半減期が短いのが特
徴であるが，問題２でも記載したように68Gaの物
理学的半減期は68分，18Fのそれは110分と比較的
長い。15O：２分，13N：10分，11C：20分で，院内
製造用サイクロトロンが必要となってくる。

文献
２．  宇都宮啓太，河野由美子．診断・治療用放射

性医薬品．楢林　勇，杉村和朗，監修．富山
憲幸，中川恵一，編．放射線医学 放射線医
学総論．金芳堂，京都，2012，pp147．

問題4 　99mTc製剤について誤っているのはど
れか。２つ選べ。
a ．99mTc標識時には空気の混入をさける。
b ．  標識はパーテクネテートを酸化することで

行う。
c ．  99mTc-ECDは標識調製後30分以内に使用せ

ねばならない。
d ．99mTc-MAG３は標識時に加熱を要する。
e ．  99Mo/99mTcは平衡状態に達するまで約24時

間かかる。
正解：b，c

解説
　空気中には細菌を含む浮遊物，チリなどが多く，
患者に投与する薬剤は当然，空気の混入を避ける
よう心がける。
　99Moは半減期66時間でβ壊変により86％が
99mTc，14％が直接99Tc（物理学的半減期：2.14×
105年）となる。99Moと99mTcは過渡平衡関係にあり，
99Mo/99mTcジェネレータより99mTcを溶出した後，
約23時間（99mTcの物理学的半減期の４倍）で99mTc
の放射能は最大となり，親核種99Moの放射能の
68％にあたる99mTcが得られる。
　99mTcO４

-は７価（7＋）で反応性が低く，標識す
るには還元する必要がある。例えば，99mTc-
DTPAでは99mTcは４価になっている。
　99mTc-ECDの放射化学的純度は調整後徐々に上
昇し，30分以降は97％～98％とプラトーに達する。
24時間後においても劣化しない。一方，99mTc-
HMPAOでは24時間以内に溶出したジェネレータ
を用いる。溶出後２時間以内にキットの調整を行
う。調整に際して放射能濃度を1.11GBq/５ml以
下とする。調整後は30分以内に患者に投与する，
といった難点がある。
　99mTc-MAG３の標識は99mTc-酒石酸＋MAG３か
ら，75～100℃の加熱で99mTc-MAG３＋酒石酸と
なる。標識時に加熱を要するのは99mTc-MAG３の
他，99mTc-MIBIがある。

文献
１．  最新臨床核医学 改訂第３版，利波紀久，久

保敦司編，金原出版，東京，1999，p32，39，
40，198，467．

問題5 　心筋イメージング剤について正しいの
はどれか。２つ選べ。
a ．  99mTc-pyrophosphateはNa-Kポンプにより

摂取される。
b ．  111In-抗ミオシン抗体は壊死心筋に集積する。
c ．201TlClは水溶性である。




